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●首都圏と隣接し、東北新幹線、東北自動車道の高速交通網やあぶく
ま高原道路による福島空港とのアクセス性など交通網に恵まれてい
ることから、輸送用機械や半導体、医療関連産業など、製造業を中
心としたものづくり産業が集積

●白河関跡、白河小峰城や棚倉城跡、士民共楽の理念が息づく南湖公
園や国内有数の規模を誇る白河だるま市や白河提灯まつりなど、歴
史的文化遺産や魅力的な伝統文化が数多く残る

白河市・西郷村・泉崎村・中島村・矢吹町・
棚倉町・矢祭町・塙町・鮫川村

■福島県の南部に位置
■茨城県、栃木県と隣接
■那須連峰や八溝山系の緑豊かな森林や、阿武隈川、久慈川�
などの源流を有し、美しく豊かな自然に恵まれる

●産業構造の内訳（上位）
　製造業	 338,676 百万円（47.6％）
　不動産業	 61,037 百万円（  8.6％）
　保健衛生・社会事業　38,850 百万円（  5.5％）

●農林業では、自然条件をいかした野菜、鉢花などの生産が盛んであ
るとともに、スギを中心とした県内有数の林業が盛んな地域であり、
良質な木材の供給が行われている

県 南 地 域

1 地域の概要・特徴
面　積

1,233.08㎢
（県全体の 8.9％）

人　口
137,515人
（県全体の 7.6％）

（年少 12.1％ / 生産 56.0％ / 高齢 31.9％）

世帯数
52,210世帯

（県全体の 7.0％）

地域内総生産
7,113億円
（県全体の 9.0％）

就業人口
72,665人
（県全体の 7.9％）

概　要

特　徴

小峰城跡（国指定史跡）

森林整備状況
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●少子高齢化が進む中、企業の人材確保や多様な働き方の推進が求められており、特に小規模事業者
においては後継者不足による事業承継の支援が必要となっています。

●商店の廃業等により、中心市街地の空き店舗が増えており、地域経済の衰退や商業機能の低下が危
惧されています。

●医療やロボット産業等の成長産業の集積を図り、立地企業と既存企業との連携による販路拡大や、
試験研究機関との連携促進による新商品の開発など企業の競争力を強化する必要があります。

●根強い風評を払拭するため、生産・販売体制を強化して安全・安心な農林産物を引き続き供給して
いくとともに、環境保全への取組を一層継続する必要があります。

●イノシシを始めとした鳥獣による農作物被害が顕在化しており、地域一体となった被害防止の取組
が求められています。

●先進技術（AI・IoT）に対応できる人材の確保・育成を図るほか、新卒採用者の早期離職防止対策
や意欲ある農業担い手の継続した育成が求められています。

●地域を支える人材を育成するキャリア教育を推進したり、地域理解を深めたりするための地域体験
活動等を充実させる必要があります。

●若い世代の流出等により地域活動や産業の担い手が不足しているため、首都圏等からの移住を促進
する必要があります。

●人口減少が続く中、地域の課題解決のため、地域との新たな関わり方を求める人（関係人口）を創
出・拡大していくことが必要です。

2 地域の課題

首都圏に隣接する地理的優位性や、歴史・伝統文化などの
魅力をいかし、多様な人々が活躍でき、誰もが暮らしやすい
持続可能な地域づくりを進めていきます。

県南地域の目指す方向性

地域の課題

課題1 持続可能な産業の育成

課題2 多様な人々が活躍できる地域づくり

施策1 「地域の経済をけん引する活力ある
産業の振興」を図ります。

P.171 へ

施策2 「地域づくりを支える担い手の育成や多様な
人々を受け入れるための場づくり」を進めます。

P.172 へ



地域別の主要施策

地
域
別
の
主
要
施
策

第
５
章

170

●旅行者の様々なニーズに対応できるよう、既存の文化資源に加え、埋もれている地域資源の掘り起
こしや、効果的な情報発信が必要です。

●首都圏に対する福島県の玄関口として、観光誘客や移住・定住を推進するため、南会津地域や茨城
県、栃木県等との広域的な連携を促進する必要があります。

●いわき地域や北関東地域等へのアクセスとなる山間部の道路が狭隘や線形不良等により脆弱となっ
ており、物流・産業振興を促進するための広域的な道路ネットワークを強化する必要があります。

●水環境保全のための水質維持や、森林、ダム、河川等の重要性や水環境等の保全活動について、住
民の関心を高め理解を深めてもらう必要があります。

●過疎・中山間地域における医師の確保や、救急医療提供体制の整備、高齢者等が住み慣れた地域で
自分らしく暮らすための地域包括ケアシステムの構築等が課題です。

●少子化が進んでいる地域で、安心して子どもを生み育てることのできる環境づくりが求められてい
ます。

●健康増進のため、地域に住む住民の健康づくりに対する意識改革や、健康寿命延伸・生活習慣病予
防のための理解促進などが必要です。

●近年多発する大規模災害に備えるため、防災体制を確保・強化し、維持していく必要があります。

●障がい者や子ども、高齢者にやさしい道づくりの推進や、地域の公共交通を確保する必要があります。

地域の課題

課題3 新たな交流の創出・拡大

課題4 安全・安心な暮らしの確保と災害への対応

施策3 「地域の魅力をいかした交流の促進と
広域連携による交流人口の拡大」を図ります。

施策4 「人々が安全・安心に暮らし続けることができるまちづくり」を進めます。
P.173 へ

P.172 へ
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●地域の商工業者が安定的に事業を営めるよう、経営基盤強
化の取組を支援するとともに、小規模事業者等の円滑な事
業承継や後継者育成を支援します。

●空き店舗等の遊休不動産の有効活用や店舗の魅力向上な
ど、まちなかや商店街の活性化に向けた取組を支援します。

●県南地域内外の企業との連携や、大学、ハイテクプラザ等
の教育・研究機関等との連携を図りながら、新産業への参
入や研究開発、販路拡大等を支援することにより、地域の
経済をけん引する活力ある産業づくりに取り組みます。

●緊急時環境放射線モニタリングの継続した実施や第三者認
証GAP 等の取得促進により、安全・安心な農林産物を提
供します。また、農業と畜産業が連携した有機性資源を循
環利用する取組等により、環境と共生する農業を進めます。

●農地の計画的な整備や農地の集約化等により経営基盤を強
化するとともに、販売会の開催や PR活動等により、県南
地方の魅力ある農林産物を県内外の消費者に提供し消費拡
大を図ります。

●鳥獣被害を防止するため、有害鳥獣の捕獲、侵入防止柵の
設置等による被害防除、里山林の整備による生息域の制限
などの被害防止対策を総合的に組み合わせた地域ぐるみの
取組について関係機関・団体が連携して進めます。

●ハローワークや市町村、民間の産業支援機関等と連携し、
企業説明会の開催や効果的な企業情報の発信などにより、
若者の人材確保や早期離職防止に努めます。

●高校、農業短期大学校等の教育機関や関係団体と連携し、
新規就業者の確保や、意欲ある農業担い手の育成、農福連
携及び企業の農業参入を支援するほか、スマート農業の導
入を支援します。

地域の経済をけん引する活力ある産業の振興施策1

主要施策

GAP認証交付式

ほ場整備説明会

スマート農業実証




